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松
まつのちょう

野町
〒７９８－２１９２
　北宇和郡松野町大字松丸３４３番地

電話
番号

（０８９５）
４２－１１１１

地域
指定

過疎　山振　農工　辺地（１）　モ定住　
特農　農振　国立公園　拠点都市　 FAX

（０８９５）
４２－１１１９

（代表）

http://www.town.matsuno.ehime.jp/

区　分 名　前 任　期

町　長 坂
さか

やそしま はる お

本
もと

　　浩
ひろし

令和１０．１１．２７

副町長 八十島温夫 令和１１．３．３１

議長 山田　寛二 副議長 山石　恭助

議員 （条例定数）

（現　　員）

７人

７人

任期 令和９．２．２４

普通会計 ７４人

企業会計

その他会計

１７人

７人

計 ９８人

〈行政組織〉
（令和 7. 4. 1現在）数員職　会（令和 7. 9. 1現在）　議（令和 7. 4. 1現在）

昭３０． ３．３１  合併　吉野生村・松丸町 　愛媛県の西南部に位置し、高知県と境を接する山間の
町である。町土の８４％は森林で、国立公園「滑床渓谷」
を有し、広見川・目黒川等は天然うなぎ・川ガニの宝
庫である。
　その昔、土佐街道の要所で、物流・交易の場として
栄えその町並みが名残をとどめている。
　桃・栗・梅・ユズや雷漬の特産品づくりが盛んであ
るほか、地域資源を活かした観光交流事業や県境地域
と連携した施策、移住定住施策の推進、企業誘致と地
場産業の振興に力を注いでいる。

〉しまらあの町市〈〉革　沿〈

　昭和３０年３月１８日、松丸町、吉野生村合併促進協議会
の委員の投票の結果、数多くの町村名候補の内、松丸町の
「松」吉野生村の「野」を一字ずつとって松野町とすることに
決まった。

建築年度 増  改  築 主な増改築箇所

昭３６年度

平１１年度

令３年度

増

改築

〉度年設建の舎庁〈〉来　由〈

区　分 平７国調 平１２国調 平１７国調 平２２国調 平２７国調 令２国調 令７.１.１住基
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男

女

世帯数

率減増は）　　（〉数帯世・口人〈

別館（書庫棟）

庁舎・防災拠点施設

２,３２９
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１,７４８

１,８８７

２,１８５

１,６７５

１,７２５

１,９４９

１,６０３
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）％．ａｈ（　（令和２.２.１現在）

滑床ビジターセンター万年荘整備事業 
道路新設改良事業
がけ崩れ防災対策事業
学校給食共同調理場大規模改修事業
耐震性貯水槽設置事業
スポーツ交流センター改修事業
地域情報通信基盤整備事業
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２６５
２１０
１３６
１７４
１１５
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がけ崩れ防災対策事業
重要給水施設配水管耐震化事業
広見斎場改修事業
道の駅虹の森公園まつのおさかな館等改修事業
環境センター基幹設備改良事業
豊岡前中央水路改修事業 
重要文化的景観ガイダンス施設整備事業
松野中学校屋内運動場空調設備整備事業
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第１次

第２次

第３次

計

令７.７.１
（㎢）
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北宇和郡

区　分 総生産額（令４年度） 就業人口（令２国調）

〈産　業〉　産業構造

（注）「総生産額」の計欄は帰属利子の控除等を行っており、「就業人口」の計欄は分類不能の人数を含む。

（百万円・人）

品　　　　　名 製造品出荷額等

※各品名における製造品出荷額等は、１又は２の事業所に関する数値で、これを
そのまま掲げると個々の申告者の秘密が漏れるおそれがあるため秘匿とした。

１人当たり
市町民所得

千円
２,４６０

　所得　（令４年度）　業　（令３年）造製要主 （百万円）

事　　　業　　　名 事 業 費 事　　　業　　　名 事 業 費
業事設建な主の後今令和６年度の主な建設事業 ）円万百（）円万百（

区　分 １４歳以下 １５歳以上６４歳以下 ６５歳以上

人　１,７３３人　１,６３５人　３０３口　人

％　４７.2％４４.５％　８.２比成構

人　１,４４３男

人　１,６０８女

人　３,０５１計

年齢構成　（令２国調）
選挙人名簿
登録者数　（令和７．９．１現在）

総　面　積 林野面積 林　野　率 経営耕地面積 宅地化率

田 畑 樹園地 令６.１.１

９８.４５ ８,１９７ ７.１５２２１１７９２５２３.３８

〉用利地土〈
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名勝旧跡

観光施設

国立公園「滑床渓谷」　伊井公園　天ヶ滝
不器男記念館　国指定史跡河後森城跡　国指定重要文化財目黒山形模型
一位樫　逆杖のイチョウ　森の国ぽっぽ温泉
四国ぼけ封じ三十三観音霊場　虹の森公園（四万十川学習センターおさかな館、森の国ガラス工房、
かごもり市場、レストラン遊鶴羽）、森の国ファーム

祭　　り
催 し 物

桃源郷マラソン大会（４月上旬）　桃まつり（７月上～中旬）　滑床山開き（４月下旬）
滑床まつり（７～８月中旬）　森の国の夏まつり（８月中旬）　秋まつり（１０月第４日曜日）
松野四万十バイクレース、文化祭（１１月上旬）　不器男忌俳句大会（２月下旬）

公　　営
宿泊施設

〈観光・レクリエーション〉

天然うなぎ、かに、桃、梅、栗、ユズ、ガラス製品、柚子ジャム、桃ジャム、雪輪あられ、松野町産南高梅、
雷漬、生芋こんにゃく、手もみ茶、梅・ユズシロップ、梅そうめん、シカ肉（まつのジビエ）、プラムスコ

〈名物・特産品〉

地区公民館　小学校（２）　中学校　保育所　診療所　保健センター　隣保館（２）　健康増進センター　
目黒基幹集落センター　スポーツ広場（クロッケー場）　コミュニティセンター（屋内運動場）　不器男記念館　
目黒ふるさと館　吉野生山村広場　スポーツ交流センター　吉野生交流促進センター
虹の森公園（四万十川学習センターおさかな館、森の国ガラス工房、特産品販売所、レストラン遊鶴羽、かごもり市場）
育苗施設、総合営農指導拠点施設、学校共同調理場、森の国ドーム（屋内多目的広場）
梅処理加工施設、ふれあい交流館（森の国ぽっぽ温泉・観光福祉・松丸駅舎複合施設）

〈主な公共施設〉

基 本 方 針　『小さな町の大きな挑戦』＝まつのプライド宣言＝

まちづくりの目標
　⑴　50年後、100年後も穏やかな暮らしが続いていること
　⑵　自然や歴史、文化が次の世代に受け継がれていくこと
　⑶　今を生きる住民が、幸せを実感できるようになること

〈主要課題〉

・ふる里まつの会　都会の人々を対象に年会費１５，０００円で会員を募集し、特産品の直送（年５回）を行っている。
・滑床まつり　町内の若者が中心となって、滑床をバックにくり広げられるユニークなイベントで、ファミリー
　　　　　　　アドベンチャー・釣り大会、滑床沢歩き、森の国の夏祭り等を実施。
・不器男の里記念事業　不器男忌俳句大会、俳句の小径
・河後森城跡史跡公園整備事業　国指定史跡河後森城跡を歴史・自然体験学習や憩いの場などに活用するため、発
　　　　　　　　　　　　　　　掘調査、環境整備事業等を行う。
・森の国まつの応援団　本町出身の都市在住者により応援団を結成し、情報交換や町政に対する意見、提言を行う。
・戦国絵巻のまちづくりプロジェクト　予土県境地域であるが故の地域資源を活用した新たな観光集客力向上に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　資する取組

〈地域づくりの事業等〉
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形態 地方公社の名称 設立登記
年月日

資本金（千円）
出資割合（％） 主　な　事　業　内　容

（株）

（株）

松野町農林公社

まちづくり松野

平１０． ４． ８

平２８．１２．２６

４５，０００
）９.６９（

５０，４００
）２.９９（

野菜苗、花壇苗の生産・供給
農作業等受委託
新規就農者育成のための研修

観光地の環境整備
観光情報の収集・提供
イベント企画・実施
飲食販売

（令和 7. 4. 1現在）〉況状立設の社公方地るいてし資出が町市〈

松野町

画　計　本　基想　　　構　　　本　　　基

計　　画　　の　　名　　称 議決年月日 期　　　間 期　　　間

令６年度～７２平画計合総町野松次５第　

〈総合計画〉

〈行政機構〉 （令和 7. 4. 1現在）

町　　　長　　　 副　町　長 総 務 課

議　会 事 務 局

選挙管理委員会 事 務 局
監査委員 事 務 局
農業委員会 事 務 局
固定資産評価審査委員会 事 務 局

ふるさと創生課

建 設 環 境 課

保 健 福 祉 課
中 央 診 療 所
吉 野 生 支 所
出 納 室

防 災 安 全 課

町 民 課

農 林 振 興 課

保育園（1）
隣保館（2）

教育委員会 教 育 課 中学校
共同調理場

小学校（2）

（前期）平２７～令元年度
（後期）令２～令６年度




